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本
年
度
は
、
工
事
が
正
念

場
を
迎
え
る
「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
」（
四
億
三
四

五
〇
万
円
）
を
始
め
、
防
災

対
策
と
し
て
、
災
害
時
に
災

害
応
急
・
復
旧
対
策
の
拠
点

ま
た
、
本
年
度
は
、
町
制

施
行
百
十
年
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。
記
念
式
典
を
中
心
と

し
た
諸
行
事
の
開
催
経
費
な

ど
、
所
要
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
、
町
税
（
住
民

税
・
固
定
資
産
税
等
）
が
全

体
の
五
三
・
三
％
を
占
め
、

二
八
億
七
二
八
〇
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
対
前
年
度
比
一

六
八
〇
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
固
定

資
産
税
が
引
き
続
く
地
価
の

下
落
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た

た
め
で
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、

昨
年
度
か
ら
人
口
と
面
積
を

算
定
基
礎
と
る
新
型
交
付
税

が
導
入
さ
れ
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
本
町
に
は
好
影
響
と

な
り
、
対
前
年
度
比
六
〇
〇

〇
万
円
増
の
三
億
七
〇
〇
〇

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

国
県
支
出
金
は
、
工
事
が

正
念
場
を
迎
え
る
「
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
」に
よ
り
、

国
庫
支
出
金
が
約
四
九
〇
〇

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。町

債
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
理
由
に
よ
り
大
幅
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

財
源
補
て
ん
と
し
て
の
基

金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
対
前

年
度
六
二
四
〇
万
円
の
縮
減

を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
性
質
別
）

歳
出
を
、
性
質
別
で
見
ま

す
と
、
人
件
費
が
昨
年
と
比

較
し
て
二
〇
八
〇
万
円
減

の
、
十
一
億
八
二
三
〇
万
円

で
全
体
の
二
一
・
九
％
を
占

め
て
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
総
人
件
費
抑
制
に
よ

り
、
緩
や
か
で
は
あ
り
ま
す

と
な
る
庁
舎
の
耐
震
診
断
調

査
費
や
災
害
発
生
時
の
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
の
災
害
対

策
基
金
を
新
た
に
設
け
、
積

立
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
一
〇
〇
〇
万
円
）

2

平
成
二
十
年
度

一
般
会
計
予
算
等
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
、
宇
多
津
町
の
一
般
会
計
予
算
は
、
五
三

億
八
八
八
〇
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
金
額
で
、
一
億
一

七
八
〇
万
円
、
率
で
、
二
・
二
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
出
（
グ
ラ
フ
②
）

歳
　
入
（
グ
ラ
フ
①
）

歳
　
入
（
グ
ラ
フ
①
）

維持補修費等※ 
3.1

歳　入 グラフ① 

歳　出 グラフ② 

町税 
53.3%

地方譲与税 
1.1%

各種交付金等 
5.0%

地方交付税 
6.9%

使用料等 
4.4%

国県支出金 
13.3%

繰入金 
4.4%

譲収入等 
3.6% 町債 

8.0%

平成20年度当初 
歳入 

53億8,880万円 

補助費等 
11.2%

繰出金 
11.1%

普通建設費 
13.2%

扶助費 
14.9%

人件費 
21.9%

公債費 
8.4%

物件費 
16.2%

※維持補修費等　維持補修費・積立金・投資及び出資金 
　　　　　　　　貸付金・予備費 

 

平成20年度当初 
歳出 

53億8,880万円 
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が
、
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

次
に
物
件
費
で
す
が
、
昨

年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
八
億
七

一
〇
〇
万
円
で
、
一
六
・

二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

扶
助
費
に
は
、
乳
幼
児
医

は
、別
表
①
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
国
の

交
付
金
を
利
用
し
て
「
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
が

五
カ
年
計
画
の
四
年
目
に
当

た
り
、
事
業
の
正
念
場
を
迎

え
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
宇
夫
階
神
社
か
ら
新
町

に
向
か
う
町
道
西
町
網
の
浦

線
の
改
良
工
事
、
ま
た
、
臨

海
公
園
再
編
整
備
工
事
や
産

業
資
料
館
増
築
工
事
な
ど
を

中
心
に
事
業
が
展
開
さ
れ
ま

す
。そ

の
他
の
事
業
と
し
て
は

町
制
百
十
年
記
念
事
業
、
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の

教
育
施
設
の
修
繕
、
ま
た
、

庁
舎
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
耐

震
診
断
調
査
及
び
補
強
計
画

業
務
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
は
、
別
表
②
③
の
と
お

り
で
す
。

ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
七

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
医
療
保
険
制
度
が

見
直
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
を
設
け
、
円
滑
な
実

施
に
務
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

@
49
―
８
０
１
３

療
費
や
児
童
手
当
な
ど
の
児

童
福
祉
費
の
増
に
よ
り
、
対

前
年
度
比
四
〇
〇
〇
万
円
増

額
の
八
億
四
九
〇
万
円
で
一

四
・
九
％
を
占
め
て
い
ま

す
。主

な
事
業
及
び
新
規
事
業

3

（単位：千円） 

（単位：百万円） 

まちづくり交付金事業 

道路橋りょう新設改良事業費 

町制百十年記念事業費 

水路等土地改良事業 

宇多津小学校施設改修工事 

中学校耐震改修実施設計業務 

中学校施設改修工事 

平山保育所施設改修工事 

町民体育館施設改修工事 

宇多津幼稚園施設改修工事 

庁舎耐震診断・補強計画業務 

434,500 

108,000 

9,150 

8,700 

7,250 

6,316 

5,570 

5,210 

4,250 

3,740 

3,000

事　　業　　名 事　業　費 

収益的収入及び支出 376 362

項　　　　目 収　　入 支　　出 

主要事業及び新規事業 別表① 

（単位：百万円） 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

介護保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

下水道事業特別会計 

坂下墓地整備事業特別会計 

1,306 

1,237 

772 

－ 

943 

14

1,344 

116 

810 

141 

959 

1

特別会計名 19当初予算額 20当初予算額 

特別会計 別表② 

水道事業会計予算 別表③ 

正
念
場
を
迎
え
る

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
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●
義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど

も
の
自
己
負
担
割
合
が
二
割

に
な
り
ま
す

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た

と
き
の
自
己
負
担
割
合
が
二

割
負
担
の
対
象
者
は
、「
三

歳
未
満
」
か
ら
「
義
務
教
育

就
学
（
小
学
校
入
学
）
前
」

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

○
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

者
が
六
十
五
歳
未
満
に
な
り

ま
す勤

め
て
い
た
会
社
な
ど
を

退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
、

被
用
者
年
金
を
受
け
ら
れ
る

「
七
十
五
歳
未
満
」
の
人
と

そ
の
被
扶
養
者
は
退
職
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、「
六
十
五
歳
未

満
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

●
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た

世
帯
に
介
護
保
険
の
受
給
者

が
い
る
場
合
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
が
合
算
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
限
度
額
を
適

用
後
、
年
間
の
自
己
負
担
を

合
算
し
て
高
額
に
な
っ
た
と

き
は
、
限
度
額
（
年
額
）
を

超
え
た
分
が
高
額
介
護
合
算

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

●
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
が
始
ま
り
ま
す

四
十
歳
以
上
、
七
十
五
歳

未
満
の
被
保
険
者
を
対
象

に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と

早
期
発
見
を
徹
底
す
る
た
め

に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特
定

健
診
」
と
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
適
切
な
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
「
特
定
保
健
指

導
」
が
始
ま
り
ま
す
。

●
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
っ

て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
す

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
新
た
に
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た

国
保
や
会
社
の
健
康
保
険
な

ど
の
医
療
保
険
を
脱
退
し

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
新
た
に
加
入
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

●
療
養
病
床
入
院
時
の
食
・

居
住
費
負
担
が
六
十
五
歳
以

上
に
な
り
ま
す

療
養
病
床
入
院
時
の
食
費

と
居
住
費
を
自
己
負
担
す
る

対
象
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上

に
な
り
ま
し
た
。

●
七
十
歳
以
上
、
七
十
五
歳

未
満
の
自
己
負
担
割
合
が
据

え
置
き
に
な
り
ま
す

七
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未

満
の
人
が
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
割

合
は
、
一
割
（
現
役
並
み
所

得
者
は
三
割
）
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
二
十
一
年
四

月
か
ら
は
、
二
割
（
現
役
並

み
所
得
者
は
三
割
）
に
変
更

さ
れ
る
予
定
で
す
。

4

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
が
変
わ
り
ま
す

4

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課
　
@
49
―
８
０
０
１
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学
生
は
、
本
人
が
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
万
一
の
リ
ス
ク

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て

の
人
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た

時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に

よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納

付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付

格
要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。
学

生
で
あ
っ
て
所
得
が
少
な
く

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特
例

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

将
来
の
年
金
額
を
減
ら
さ

な
い
た
め
に
、
承
認
を
受
け

て
か
ら
十
年
間
の
う
ち
に
保

険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
（
承
認
を
受
け

た
年
度
か
ら
起
算
し
て
三
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合

は
、
当
初
の
保
険
料
に
一
定

の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
）。

対
象
と
な
る
学
生
は
…
…

大
学
、
短
期
大
学
、
大
学

院
、
高
等
学
校
、
専
修
学
校

な
ど
の
ほ
か
、
各
種
学
校

（
一
年
以
上
の
就
学
課
程
に

限
る
）
に
在
学
す
る
二
十
歳

以
上
の
学
生
で
す
。
ま
た
、

夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程

も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

申
請
は
…
…

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る

市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の
際
に
は
基
礎
年

金
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類

（
年
金
手
帳
な
ど
）
と
学
生

証
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。な
お
、

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
、
申
請
が
承
認
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
前
年
の
所
得
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
申

請
は
毎
年
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
２

特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納

に
な
っ
て
い
る
と
…
…

万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
学

生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た

期
間
は
障
害
年
金
の
受
給
資

春
は
、
就
職
・
入
学
・
転

勤
な
ど
に
伴
い
、
様
々
な
手

続
き
で
多
く
の
人
が
町
役
場

に
来
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
は
、

年
度
始
め
の
日
曜
日
に
次
の

と
お
り
、
町
役
場
を
一
部
開

庁
し
、
受
付
事
務
を
行
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
四
月
六
日
∂

午
前
八
時
三
十
分
〜
正

午
、
午
後
一
時
〜
五
時

発
行
な
ど
、
一
部
取
扱
の

で
き
な
い
事
務
も
あ
り
ま

す
。

@
49
―
８
０
０
２

税
務
課

・
町
税
納
付

・
納
税
相
談
事
務

・
各
種
証
明
書
交
付
事
務

・
そ
の
他
税
に
関
す
る
事
務

@
49
―
８
０
０
４

保
健
福
祉
課

・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
事
務

・
後
期
高
齢
者
医
療
・
乳
幼

児
医
療
等
福
祉
医
療
事
務

児
童
手
当
事
務

・
保
育
所
入
所
申
請
受
付
事

務
等

@
49
―
８
０
０
１

〈
業
務
内
容
〉

住
民
生
活
課

・
転
入
届
・
転
出
届
な
ど
住

民
異
動
手
続
き

・
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
の

謄
抄
本
（
全
部
事
項
・
個

人
事
項
）
等
の
各
種
証
明

書
の
交
付

・
外
国
人
登
録
事
務
、
国
民

年
金
事
務
な
ど

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

55

学
生
の
皆
さ
ん
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

年
度
始
め
の
日
曜
日
　
町
役
場
を
一
部
開
庁
し
ま
す
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道
路
や
公
園
の
　
　

「
里
親
」
を
募
集
し
ま
す

早
朝
か
ら
、
個
人
や
事
業

所
の
方
、
ま
た
、
自
治
会
な

ど
で
道
路
や
公
園
を
き
れ
い

に
し
よ
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
清
掃
活
動
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
光
景
を
目
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動

を
町
内
全
体
に
広
げ
て
い
こ

う
と
、
公
共
施
設
を
ボ
ラ
ン

の
や
さ
し
い
心
で
お
世
話
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、応
募
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

大
勢
の
応
募
を
お
願
い
し

ま
す
。

町
の
環
境
美
化
の

取
り
組
み
と
現
状

町
で
は
、
環
境
美
化
啓
発

や
住
民
、
各
種
団
体
・
事
業

所
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ク
リ

ー
ン
作
戦
、
河
川
清
掃
な
ど

町
内
一
斉
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
新

都
市
で
の
交
通
量
の
増
加
等

に
よ
り
道
路
・
公
園
そ
の
他

公
共
施
設
へ
の
不
法
投
棄
や

ポ
イ
捨
て
は
依
然
と
し
て
多

い
状
況
で
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
ク
ス
ノ

キ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
な
ど
の
高

木
、
三
十
数
種
類
・
三
千
数

百
本
余
り
の
街
路
樹
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
街
路
樹
は

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
身
近

に
感
じ
さ
せ
、
街
の
景
観
形

成
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
に

木
陰
を
提
供
し
、
生
き
物
の

生
息
空
間
を
確
保
し
、
道
路

付
近
の
空
気
を
き
れ
い
に
し

て
街
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は

落
ち
葉
の
清
掃
や
雑
草
の
駆

テ
ィ
ア
で
管
理
す
る
「
里
親

制
度
（
ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
）」
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
道
路
や
公
園
の
親
代

わ
り
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

草
刈
や
清
掃
・
植
栽
の
管
理

等
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。身

近
な
道
路
や
公
園
の

「
里
親
」
と
し
て
、
皆
さ
ん

6

ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

一
九
八
五
年
ア
メ
リ
カ
で
散
乱
ご
み

対
策
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
ア
ダ

プ
シ
ョ
ン
と
は
養
子
縁
組
の
こ
と

で
、
住
民
や
事
業
所
、
各
種
団
体
が

道
路
や
公
園
の
里
親
に
な
り
、
引
き

受
け
た
施
設
の
世
話
（
清
掃
、
草
抜

き
、
植
栽
の
管
理
）
を
担
っ
て
も
ら

う
と
い
う
も
の
で
す
。
施
設
管
理
者

は
団
体
名
を
記
し
た
表
示
板
を
道
路

沿
い
に
設
置
し
ま
す
。

導
入
し
ま
す

ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

み
ん
な
で
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

平山公園
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除
な
ど
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す

・
住
民
に
と
っ
て
は
美
し
い

道
路
公
園
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
事
業
所
や
団
体
に
と
っ
て

は
社
会
貢
献
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
ま
す
。

・
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
は
活
動

状
況
や
表
示
板
を
見
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
ポ
イ
捨
て

を
減
ら
す
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
き
れ
い
に
す
る
」
と

い
う
地
域
へ
の
帰
属
意
識
、

愛
着
心
を
高
め
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
地
域
活

性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
で
す

・
道
路
の
美
化
活
動

・
公
園
の
美
化
活
動

（
空
き
缶
、
吸
い
殻
、
落

ち
葉
回
収
、
草
取
り
、
草

刈
、
植
栽
の
管
理
、
水
や

こ
れ
ら
の
公
園
は
、
四
季

折
々
の
花
が
楽
し
め
、
美
化

が
保
た
れ
、
地
域
の
人
た
ち

の
身
近
な
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
が
他
の
公
園
へ

道
路
へ
と
広
が
り
、
町
内
全

域
へ
と
広
が
れ
ば
、
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

蛭
田
池
公
園
を
お
世
話
さ

れ
て
い
る
坂
下
東
自
治
会
の

今
津
福
人
会
長
さ
ん
は
「
坂

下
東
自
治
会
は
、
蛭
田
池
公

園
を
花
と
緑
の
ま
ち
宇
多
津

の
玄
関
口
と
し
て
四
季
折
々

の
花
を
咲
か
せ
、
道
行
く
人

に
も
親
し
ま
れ
、
憩
い
の
場

所
と
し
て
親
し
ま
れ
る
公
園

に
し
た
い
と
の
思
い
で
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
公
園
を
四
季
折
々
の
花
が

咲
く
宇
多
津
一
の
公
園
に
し

た
い
」
と
同
自
治
会
・
岩
田

利
和
さ
ん
も
思
い
を
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
山
公
園
を
お

世
話
さ
れ
て
い
る
平
山
自
治

会
で
池
田
正
彦
会
長
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
お

年
寄
り
が
散
歩
し
た
り
、
そ

の
時
々
の
お
花
が
咲
き
、
憩

い
・
休
憩
の
場
に
な
っ
て
い

ま
す
　
子
ど
も
た
ち
も
メ
ダ

カ
を
見
に
公
園
に
来
る
ん
で

す
よ
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。地

域
に
と
っ
て
公
園
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
場
で
、
こ

の
活
動
の
和
が
広
が
れ
ば
と

一
様
に
大
き
な
期
待
を
よ
せ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で

し
た
。

ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

里
親
募
集
要
領

○
対
象
区
域

・
町
管
理
道
路

・
町
管
理
公
園

○
募
集
対
象

個
人
・
事
業
所
・
団
体

が
対
象
で
、
ど
な
た
で

も
里
親
に
な
れ
ま
す
。

○
活
動
内
容

・
美
化
活
動

・
情
報
の
提
供

・
そ
の
他
必
要
な
活
動

○
支
給
物

ご
み
袋
な
ど
、
活
動
に

必
要
な
道
具

○
手
続
き

「
里
親
申
込
書
」
等
を

建
設
課
へ
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
建
設
課

@
49
―
８
０
１
２

り
な
ど
）

・
関
連
施
設
の
破
損
等
の
連

絡
な
ど

「
道
行
く
人
、
公
園
を

訪
れ
る
人
の
心
が

少
し
で
も
和
め
ば
」
と

蛭
田
池
公
園
、
平
山
公
園

で
は
地
元
自
治
会
が
公
園
を

少
し
で
も
よ
く
し
よ
う
と
純

粋
な
気
持
ち
で
公
園
の
管
理

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

7

蛭田池公園
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▼
対
象
者

①
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

年
金
の
年
額
が
十
八
万
円

以
上
の
方

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
合
わ
せ

た
額
が
年
金
額
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
方

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
た
方
で
、
①
及
び

②
の
条
件
を
満
た
す
方

④
被
用
者
保
険
の
本
人
又
は

被
扶
養
者
以
外
の
方

（
※
被
用
者
保
険
の
被
扶

▼
通
知
書

『
仮
徴
収
額
決
定
通
知

書
・
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
』
が
市
町
よ
り
送
付
さ

れ
ま
す
。

『
年
金
振
込
通
知
書
（
天

引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。）』

が
年
金
保
険
者
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

上
記
の
特
別
徴
収
対
象
者

以
外
の
方

※
被
用
者
保
険
本
人
で
あ
っ

た
方
は
、
本
人
で
あ
る
と

確
認
次
第
、
普
通
徴
収
が

開
始
さ
れ
、
特
別
徴
収
の

条
件
を
満
た
す
方
に
つ
い

て
は
、
十
月
か
ら
特
別
徴

収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

▼
通
知
時
期

平
成
二
十
年
七
月
上
旬

※
た
だ
し
、
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
は
、
十
月
上
旬

▼
通
知
書

『
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
保
険
料
納
入
通
知

書
』
が
市
町
よ
り
送
付

さ
れ
ま
す
。

七
月
〜
翌
年
二
月
ま
で

月
一
回
、
計
八
回
に
分

け
て
、
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
希
望
す
る

場
合
は
指
定
金
融
機
関

に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
１

香
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

@

０
８
７
―
８
１
１
―

１
８
６
６

養
者
で
あ
っ
た
方
で
、
①

及
び
②
の
条
件
を
満
た
す

方
は
、
十
月
か
ら
特
別
徴

収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。）

※
制
度
開
始
直
前
に
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
本
来
、

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
九

月
ま
で
は
保
険
料
が
徴
収

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
事
務
処

理
上
保
険
料
が
徴
収
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
方
は
、
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
と
確
認
次

第
、特
別
徴
収
を
中
止
し
、

既
に
徴
収
し
た
保
険
料
の

う
ち
平
成
二
十
年
度
中
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

額
を
超
え
た
額
に
つ
い
て

還
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
通
知
時
期

平
成
二
十
年
四
月
上
旬

平
成
二
十
年
度
固
定
資
産

税
（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
）
の
計
算
の
基
礎
と
な
る

価
格
の
縦
覧
及
び
閲
覧
を
行

い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

四
月
一
日
∏
〜
六
月
二
日

∑
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を

除
く
）

▼
縦
覧
・
閲
覧
場
所

町
税
務
課

▼
必
要
な
も
の

印
鑑
、
本
人
が
納
税
義
務

者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
納
税
通
知
書
や
免
許

証
、
借
地
人
、
借
家
人
の

方
は
賃
貸
契
約
書
、
又
は

賃
借
料
等
を
払
い
込
ん
だ

48

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者

と
な
る
方
へ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
等
の

縦
覧
・
閲
覧

平
成
二
十
年
四
月
年
金

支
給
分
か
ら
保
険
料
が

天
引
き
（
特
別
徴
収
）

さ
れ
る
方

普
通
徴
収
の

対
象
と
な
る
方
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と
い
う
憲
法
の
決
ま
り
は

守
ら
れ
て
い
る
か
。」

（
回
答
）

「
守
ら
れ
て
い
る
」（「
完

全
に
」「
か
な
り
」
の
合

計
）
は
五
一
・
五
％
、

「
守
ら
れ
て
い
な
い
」

（「
あ
ま
り
」「
全
く
」
の

合
計
）
は
三
七
・
五
％
で

す
。

（
問
２
）

「
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の

み
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と

の
憲
法
の
決
ま
り
は
守
ら

れ
て
い
る
か
。」

（
回
答
）

「
守
ら
れ
て
い
る
」（「
完

全
に
」「
か
な
り
」
の
合

計
）
は
六
一
・
八
％
、

「
守
ら
れ
て
い
な
い
」

（「
あ
ま
り
」「
全
く
」
の

合
計
）
は
二
九
・
四
％
で

す
。

（
次
回
に
続
く
）

（
協
力
　
香
川
人
権
研
究
所
）

昔
は
、
学
校
の

先
生
と
い
え
ば
、

特
別
な
存
在
で
し
た
。
で
も

今
は
違
い
ま
す
。
世
間
一
般

が
総
じ
て
高
学
歴
に
な
り
、

単
に
大
学
を
出
て
い
る
だ
け

で
偉
い
・
立
派
と
受
け
止
め

る
こ
と
も
、
ほ
ぼ
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
と
て
も
よ

い
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
過
渡
期
で
あ
る
現
在

は
、
先
生
た
ち
を
い
た
ず
ら

に
批
判
的
に
評
価
し
て
し
ま

う
例
が
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。「
前
の
担
任
は
良
か
っ

た
の
に
」「
今
度
の
先
生
に

な
っ
て
ガ
ッ
カ
リ
ね
」
等
、

親
同
士
で
言
い
合
う
だ
け
で

な
く
、当
の
子
ど
も
に
ま
で
、

不
平
・
不
満
を
言
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。実

際
、
客
観
的
に
見
て
そ

ん
な
批
判
を
甘
ん
じ
て
受
け

る
べ
き
先
生
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
あ
っ
た

に
し
て
も
、
可
能
な
限
り
大

人
の
間
で
解
決
し
て
あ
げ
た

い
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
心
情
は
複
雑
で

す
。
自
分
の
担
任
の
先
生
に

欠
点
が
あ
っ
て
も
、
大
好
き

で
い
た
い
の
が
子
ど
も
た
ち

で
す
。
自
分
の
先
生
を
、
自

分
の
親
が
批
判
的
に
評
価
し

て
し
ま
う
と
、
子
ど
も
は
大

好
き
に
な
り
た
い
は
ず
の
先

生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

人
間
っ
て
誰
で
も
欠
点
や

未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の

で
す
。
で
も
好
き
に
な
る
こ

と
と
は
関
係
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
学
校
生
活
は
大
好

き
な
先
生
の
存
在
が
大
き
い

の
で
す
。
新
学
期
、
子
ど
も

の
胸
は
は
ず
ん
で
い
ま
す
。

人
権
・
同
和
対
策
推
進
の
基

礎
資
料
を
収
集
す
る
こ
と

で
、
二
〇
〇
六
年
三
月
一
日

か
ら
二
十
日
に
か
け
て
、
町

内
在
住
の
十
八
歳
以
上
の
方

か
ら
無
作
為
で
抽
出
し
た
三

〇
〇
人
に
調
査
用
紙
を
郵
送

し
ま
し
た
。

返
送
い
た
だ
い
た
有
効
回

答
は
一
三
六
枚
で
、
回
収
率

は
四
五
・
三
％
で
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

回
答
者
は
、
男
性
四
三
・

四
％
、
女
性
五
六
・
六
％
で

し
た
。
年
代
は
二
十
歳
代
以

下
二
四
・
三
％
三
十
歳
代
か

ら
五
十
歳
代
が
三
八
・

三
％
、
六
十
歳
代
以
上
が
三

七
・
五
％
で
し
た
。

職
業
は
勤
め
人
三
二
・

四
％
、
家
事
専
従
者
一
八
・

四
％
、自
営
業
一
〇
・
三
％
、

無
職
三
一
・
六
％
で
し
た
。

憲
法
は
守
ら
れ
て
い
る
か

（
問
１
）

「
生
ま
れ
や
職
業
に
よ
っ

て
差
別
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
分
か
る
領
収
書
等

が
必
要
で
す
。

代
理
の
場
合
は
本
人
の
委

任
状
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課

@
49
―
８
０
０
４

今
月
か
ら
「
あ
な
た
は
ど

う
思
い
ま
す
か
」
を
連
載
し

ま
す
。

宇
多
津
町
は
二
〇
〇
六
年

三
月
に
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
す
た
め
に
人
権
擁
護
に

関
す
る
意
識
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
町
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
あ
な
た
ご
自
身
の
考
え

と
も
重
ね
合
わ
せ
て
読
ん
で

く
だ
さ
い
。

調
査
の
概
要

調
査
の
目
的
は
、
今
後
の

59

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス

連
載
・
人
権
問
題
意
識
調
査

あ
な
た
は
ど
う
思
い

ま
す
か
？
（
第
一
回
）
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副
町
長
に
中
尾
佳
史
氏
が
、
議

会
の
同
意
を
得
て
、
四
月
一
日
付

け
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
中
尾
氏

は
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
宇
多
津

町
職
員
に
採
用
さ
れ
、
平
成
二
十

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
水
道
課

長
、
教
育
次
長
、
議
会
事
務
局
長
、

政
策
調
整
室
長
、
総
務
課
長
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

な
お
、
前
任
の
宮
本
義
洋
氏
は

四
月
一
日
に
香
川
県
へ
復
職
さ
れ

ま
し
た
。
二
年
間
、
町
の
行
財
政

運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
山
本
章
二
氏
（
新
任
）
が
議

会
の
同
意
を
得
て
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
委
員
会
で
の
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ド
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
会

場
と
な
っ
た
地
域
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
支
援
の
お
か
げ
と
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
も
経
験
を
重
ね
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
最
善
を
尽
く

し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
迷
惑
、
不

行
届
き
な
ど
多
々
あ
り
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、
引
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん

実
行
委
員
会
一
同

庁
舎
四
階
議
場
で
宇
多
津
町
子

ど
も
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宇

多
津
町
小
学
校
か
ら
は
「
図
書
室

に
専
門
の
先
生
を
配
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
」、
北
小
学
校
か
ら
は
、

「
宇
多
津
町
の
水
問
題
」「
水
泳
学

習
が
し
た
い
」、「
宇
多
津
中
学
校

か
ら
は
「
宇
多
津
検
定
の
制
定
に

つ
い
て
」
と
い
う
内
容
で
、
本
会

議
さ
な
が
ら
の
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
宇
多
津
小
学
校
か
ら

は
「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
の
設
置
」

の
発
議
が
行
わ
れ
、
中
学
校
か
ら

は
そ
の
対
象
に
携
帯
電
話
や
メ
ー

ル
も
含
め
て
ほ
し
い
と
い
う
修
正

案
も
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
宣
言
文
を

掲
載
し
ま
す
。

大
橋
南
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

防
災
訓
練
（
消
火
器
に
よ
る
初
期

な
お
、
池
田
義
照
氏
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
三
月
二
十
二
日
の
任

期
満
了
ま
で
十
五
年
間
の
委
員
会

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
「
う

た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
」
を

先
月
一
日
・
二
日
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
約
三
万
人

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
き
な
事

故
も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
、
お
ひ
な

さ
ん
を
飾
っ
て
い
た
だ
い
た
お
家

の
方
、
出
品
・
出
展
な
ど
に
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
方
、
案
内
や
ガ
イ

410

子
ど
も
議
会
で
「
ノ

ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
」

宣
言

2/15 

副
町
長
に

中
尾
佳
史
氏
が
就
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
山
本
章
二
氏
が
就
任

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
五
回

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん

自
主
防
災
組
織
に
お

け
る
防
災
訓
練

2/17 

山本　章二氏

中尾　佳史氏
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消
火
・
担
架
搬
送
・
土
の
う
作
り

等
）
が
、
消
防
団
員
の
協
力
の
も

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
が
担
う
役
割

は
、
防
災
機
関
か
ら
の
援
助
が
す

ぐ
に
及
ば
な
い
災
害
に
お
い
て
一

層
大
き
く
な
り
ま
す
。
参
加
し
た

方
々
は
、
来
る
べ
き
災
害
に
備
え

て
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

愛
媛
県
ツ
イ
ン
ド
ー
ム
重
信
で

『
第
三
十
三
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
』
お
よ
び
『
第
十
回
全

国
共
通
規
定
演
技
バ
ト
ン
コ
ン
テ

ス
ト
』
が
開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

歳
児
か
ら
五
歳
児
ま
で
の
百
二
名

が
、
園
庭
で
避
難
訓
練
と
消
火
訓

練
を
し
ま
し
た
。

赤
い
消
防
署
の
車
も
や
っ
て
き

て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
か
っ
こ
い

い
防
火
服
に
う
っ
と
り
！

始
め
に
「
火
で
は
遊
ば
な
い
」

こ
と
を
誓
っ
て
、
消
防
士
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
っ
て
消
火
器
で
の
消

火
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

し
た
よ
！

宇
多
津
小
学
校
で
は
「
六
年
生

を
送
る
会
」
を
行
い
、
在
校
生
が
、

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な

っ
た
六
年
生
と
ジ
ェ
ン
カ
、
ボ
ー

ル
運
び
リ
レ
ー
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
、
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム
や
綱
引

き
な
ど
を
し
て
楽
し
み
な
が
ら
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
六
年
生
か
ら
卒
業
演
奏

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
見
事

に
発
揮
し
「
さ
す
が
、
宇
小
の
卒

業
生
！
」
と
い
う
演
奏
で
し
た
。

六
年
生
に
と
っ
て
も
在
校
生
に

と
っ
て
も
心
に
残
る
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
宇
多
津
北
小
学
校
で
も

六
年
生
を
送
る
会
（
三
月
四
日
）

が
行
わ
れ
、
六
年
生
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
、
楽
し
い
思
い
出
を

残
し
て
も
ら
お
う
と
、
五
年
生
が

中
心
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
企

画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六
年
生
が

リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
を
在
校
生
に

贈
り
、
皆
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
束
川
を
き
れ
い
に
し
た
い
と

の
想
い
か
ら
環
境
保
全
活
動
の
一

端
と
し
て
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で

大
束
川
流
域
水
環
境
保
全
推
進
協

議
会
主
催
に
よ
る
「
流
域
講
演
会

〜
自
然
環
境
と
の
共
生
を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
〜
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
講
演
に
先
立
ち
宇
多
津

小
学
校
四
年
生
に
よ
る
環
境
学
習

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
川
の
現
状

報
告
の
後
、「
大
束
川
を
大
切
に
」

と
決
意
表
明
が
あ
り
、
会
場
一
同

子
ど
も
た
ち
の
意
識
の
高
さ
に
感

激
し
ま
し
た
。

続
く
講
演
で
は
、
講
師
に
環
境

保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
ド
ゥ
マ
ン
ジ
ュ
貴
代
子
先
生
を

三
月
三
十
日
∂
に
千
葉
ポ
ー
ト

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
も
四
名
が
出
場
を
決
め
、
さ

ら
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
宇

多
津
っ
子
ガ
ン
バ
レ
！

★
ペ
ア
（
中
学
校
部
門
）
優
勝

丸
山
　
愛
莉
（
宇
中
二
年
）

丸
山
　
春
菜
（
宇
小
六
年
）

★
ソ
ロ
ス
ト
ラ
ッ
ト

（
小
学
校
部
門
）

徳
田
奈
央
子
（
北
小
五
年
）

準
優
勝

香
川
　
美
幸
（
北
小
五
年
）

三
位

★
ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル

（
小
学
校
高
学
年
部
門
）

徳
田
奈
央
子
　
　
　
三
位

丸
山
　
春
菜
　
　
　
四
位

香
川
　
美
幸
　
　
　
五
位

★
ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
（
中
学
校
部
門
）

丸
山
　
愛
莉
　
　
　
八
位

★
全
国
共
通
規
定
演
技
・
中
級

徳
田
奈
央
子
　
　
　
金
賞

香
川
　
美
幸
　
　
　
金
賞

暖
か
な
早
春
の
日
差
し
の
な
か

で
坂
出
消
防
署
の
消
防
士
さ
ん
と

一
緒
に
、
わ
か
く
さ
保
育
園
の
二

511

お
め
で
と
う
！

2/21 

消
防
署
の
人
が

教
え
て
く
れ
た
よ
！

わ
か
く
さ
保
育
園

2/29 

卒
業
生
と
の
楽
し
い
思

い
出
づ
く
り
＆
卒
業
生

か
ら
の
贈
り
物

3/3

「
流
域
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

3/4

（
写
真
・
宇
小
）
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お
迎
え
し
、
川
の
保
全
を
は
じ
め
、

海
洋
汚
染
・
地
球
温
暖
化
・
化
学

汚
染
な
ど
幅
広
い
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
で
は
、
大
束
川

の
最
下
流
で
あ
る
宇
多
津
町
が
上

流
か
ら
流
れ
て
く
る
ご
み
の
対
処

や
地
域
ご
と
に
川
の
管
理
を
徹
底

す
る
こ
と
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
盛

況
裏
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

当
日
は
、
百
五
十
名
も
の
参
加

が
あ
り
、
環
境
保
護
に
対
す
る
地

域
の
盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
た

一
日
で
し
た
。

幼
稚
園
年
長
組
と
保
育
園
パ
ン

ダ
組
い
っ
し
ょ
に
、
Ｊ
Ｒ
の
ア
ン

パ
ン
マ
ン
バ
ス
に
乗
っ
て
屋
島
水

族
館
へ
お
別
れ
遠
足
に
行
き
ま
し

た
。屋

島
山
頂
の
水
族
館
で
は
ア
シ

カ
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
か
わ
い
い
ア

シ
カ
さ
ん
た
ち
に
み
ん
な
大
き
な

拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や
水
族
館
の
中
を

見
学
し
園
児
た
ち
は
怖
さ
半
分
、

興
味
津
々
で
し
た
。

心
を
込
め
て
作
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
渡
し
ま
し
た
。「
小
学
校
へ
行

っ
て
も
頑
張
っ
て
な
」「
保
育
所

の
こ
と
は
ま
か
せ
て
ね
」
と
い
う

気
持
ち
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
た

お
わ
か
れ
会
に
な
り
ま
し
た
。
四

月
か
ら
は
、
新
一
年
生
、
思
い
出

を
ラ
ン
ド
セ
ル
に
入
れ
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
思
い
出
い
っ
ぱ
い
、

あ
り
が
と
う
！

宇
多
津
町
建
設
協
会
や
地
区
衛

生
宇
多
津
支
部
、
宇
多
津
商
工
会

職
員
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、

約
六
十
名
の
ご
協
力
を
得
て
、
大

束
川
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

河
川
の
土
手
や
川
底
に
た
ま
っ

て
い
た
ご
み
、
上
流
か
ら
流
れ
て

き
た
空
き
缶
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

等
、
約
一
ト
ン
の
ご
み
を
回
収
し

ま
し
た
。

川
が
自
然
に
汚
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
美
し
い
川
を
守
る
た

め
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

宇
夫
階
神
社
蔵
の
「
絵
馬
・
網

浦
眺
望
青
山
真
景
図
」
は
、
昨
年

十
月
の
定
例
教
育
委
員
会
に
諮
問

し
、
十
一
月
に
宇
多
津
町
文
化
財

保
護
委
員
会
の
答
申
を
得
て
、
翌

月
の
定
例
教
育
委
員
会
で
十
二
月

三
日
付
け
で
、
町
指
定
文
化
財

（
有
形
文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

作
品
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
制

作
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
宇
多
津
の

町
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
世
の
海
辺
の
町
全
体

が
、
ひ
と
つ
の
画
面
に
お
お
よ
そ

正
確
に
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

香
川
県
下
で
も
大
変
珍
し
く
、
貴

重
な
も
の
で
す
。

お
昼
に
は
、
お
母
さ
ん
が
作
っ

て
く
れ
た
手
作
り
弁
当
を
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
み
ん
な

ス
ヤ
ス
ヤ
と
眠
り
に
つ
い
て
幸
せ

な
一
日
で
し
た
。

今
年
度
も
早
三
月
を
迎
え
、
中

央
保
育
所
で
も
七
日
、
誕
生
会
、

お
わ
か
れ
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

担
当
す
る
の
は
、
四
歳
児
青
組
・

藤
組
さ
ん
。
先
月
か
ら
ゴ
ミ
当
番

な
ど
少
し
ず
つ
年
長
児
か
ら
仕
事

を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
か
れ
会
で
は
、
各
年
齢
の

子
ど
も
た
ち
が
歌
や
踊
り
を
披
露

し
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
最
後
に
、

412

合
同
お
別
れ
遠
足

青
山
幼
稚
園
・

あ
お
や
ま
保
育
園

3/7

思
い
出
い
っ
ぱ
い

あ
り
が
と
う
！

中
央
保
育
所

3/7

川
を
美
し
く
！

大
束
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

3/9

『
絵
馬
・
網
浦
眺
望
青
山
真

景
図
』
が
、
新
た
に
宇
多
津

町
指
定
文
化
財
（
有
形
文
化

財
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

町
の
歴
史
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創
立
六
〇
周
年
記
念
誌

『
鼓
動
』
を
刊
行
し
ま
し
た

本
校
の
歩
み
を
綴
る
創
立
六
〇

周
年
記
念
誌
『
鼓
動
』
を
刊
行
し

ま
し
た
。
三
百
六
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど

の
本
誌
（
Ａ
４
版
）
と
、
映
像
で

歩
み
を
綴
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。

本
誌◇

巻
頭
祝
辞

◇
写
真
で
綴
る
六
〇
年
の
歩
み

◇
創
立
六
〇
周
年
に
寄
せ
て

◇
あ
の
日
・
あ
の
頃

◇
記
念
事
業

◇
生
徒
作
文
集

◇
ま
ち
・
宇
多
津

◇
宇
多
津
中
学
校
の
あ
ゆ
み

Ｄ
Ｖ
Ｄ

◇
映
像
で
綴
る
六
〇
年
の
歩
み

寄
稿
・
資
料
提
供
ほ
か
、
さ
ま

卒
業
証
書
授
与
式
を

挙
行
い
た
し
ま
し
た

本
年
度
の
卒
業
証
書
授
与
式
を

三
月
十
四
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し

た
。聖

歌
隊
に
よ
る
合
唱
の
な
か
、

百
二
十
五
名

の
卒
業
生
一

人
ひ
と
り
が

校
長
よ
り
直

接
、
卒
業
証

書
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

次
い
で
、
校
長
、
山
分
博
教
育

長
、
谷
川
実
町
長
、
青
木
義
勝
町

議
会
議
長
か
ら
、
卒
業
生
に
対
し

て
、
餞
は
な
む
けの
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

在
校
生
総

代
に
よ
る
送

辞
で
は
、
卒

業
生
に
対
す

る
感
謝
と
激

励
の
気
持

ち
、
宇
多
津

中
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継

ぐ
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。心

温
ま
る

と
共
に
、
心

励
ま
さ
れ
る

お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
卒

業
生
を
代
表

し
て
、

花
房
知
美
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
皆
々
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
、
門
出
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を

伝
え
ま
し
た
。

式
後
、

中
学
時

代
最
後
の

合
唱
を
披
露
し

た
卒
業
生
。
拍
手

で
見
送
ら
れ
る

と
き
に

は
、
手

で
目
を

お
お
う
生
徒
が
多
数
い
ま
し
た
。

大
切
に
し
て
い
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

感
動
的
な
式
と
な
っ
た
陰
に
、

七
十
名
を
超
え
る
生
徒
た
ち
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
ま
し

た
。

ざ
ま
な
面
で
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
様
方
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
記
念
誌
を
ご
希
望
の
方

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
次
の
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

担
当
　
藤
原
　
正
�

@
49
―
０
８
１
８

大
時
計
の
除
幕
式
を

行
い
ま
し
た

記
念
誌
『
鼓
動
』
の
発
刊
に
先

立
ち
、
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
よ
り
、
本
校
に
大
時

計
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
大
時
計

の
除
幕
式

を
、
三
月

十
三
日
に

行
い
ま
し

た
。全

校
生
の
見
守
る
な
か
、
中
庭

に
設
置
さ
れ
た
大
時
計
が
、
宇
多

津
中
学
校
の
新
た
な
歴
史
の
時
を

刻
み
始
め
ま
し
た
。

513

創立六十周年記念誌
『鼓動』とDVD

大平会長より目録が
贈られました。

寄贈いただいた
大時計卒業証書授与送辞（西村拓也さん）

答辞（花房知美さん）

茶道部員が、ご来賓を
接待しました。

ご来賓、保護者の方々
をお出迎えしました。

当日の朝、卒業生を
歌で出迎えました。
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エ
コ
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
だ

し
て
久
し
い
の
で
す
が
あ
る
日
、

ふ
と
こ
ん
な
文
章
が
目
に
入
り
ま

し
た
。

「
地
球
へ
の
愛
足
り
て
い
ま
す

か
？
　
一
緒
に
暮
ら
し
は
じ
め
て

も
う
何
億
年
、
昔
は
優
し
か
っ
た

よ
ね
。
ね
え
私
の
事
愛
し
て
る
？
」

こ
ん
な
見
出
し
を
つ
い
何
気
な

く
見
つ
け
て
地
球
が
悲
し
ん
で
い

る
と
思
い
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
本
当
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
小
さ
な
事
か
ら
で
も
始
め
な
け

れ
ば
と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

さ
て
、
第
五
回
目
の
町
家
と
お

ひ
な
さ
ん
は
、
二
日
間
と
も
よ
い

お
天
気
に
恵
ま
れ
大
盛
況
で
し

た
。
婦
人
会
は
聖
徳
院
を
お
借
り

し
て
お
茶
席
を
受
持
ち
ま
し
た

が
、
二
日
間
で
六
百
人
余
り
の
お

客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
大
忙
し

で
し
た
が
、
楽
し
み
な
が
ら
の
二

日
間
で
し
た
。

四
月
六
日
∂
は
歩
天
で
す
。
婦

人
会
も
出
店
し
ま
す
の
で
会
員
の

皆
様
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

四
月
十
九
日
º
は
、
例
年
の
運

動
会
を
兼
ね
た
総
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
方
々
の
一
人

で
も
多
く
の
ご
出
席
を
支
部
長
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

耳
遠
き
身
に
春
障
子
開
き
け
り

木
下
よ
し
を

子
供
達
に
遠
い
耳
の
苛
立
に
、補
聴
器
を
つ
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
が
、

補
聴
器
も
馴
れ
な
い
と
面
倒
な
も
の
で
す
。
来
客
等
の
場
合
は
、
暫
く
分

ら
な
い
で
失
礼
す
る
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
又
空
耳
で
誰
か
来
た
様
に
思

ふ
時
も
あ
り
ま
す
。
年
を
重
ね
る
に
従
い
益
々
募
っ
て
来
る
様
な
思
い
で

あ
り
ま
す
。
初
期
の
聴
覚
の
感
じ
の
様
子
が
よ
く
出
て
い
る
佳
句
で
あ
り

ま
す
。

出
来
た
け
し

撰

ひ
い
な
展
通
路
真
竹
を
置
き
仕
切
る
　
　
　
　
　
　
矢
野
謙
太
郎

雛
祭
果
物
ジ
ュ
ー
ス
で
子
等
騒
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
洋
子

三
月
や
貼
り
出
し
て
あ
る
移
転
先
　
　
　
　
　
　
　
綾
田
ゆ
た
か

安
政
の
ひ
い
な
も
ま
つ
る
生
家
か
な
　
　
　
　
　
　
池
田
　
倭
文

名
物
の
桜
町
人
く
ぐ
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
せ
つ
子

雛
飾
る
酒
屋
酒
瓶
そ
の
ま
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

顔
白
き
雛
う
つ
む
き
か
げ
ん
に
て
　
　
　
　
　
　
　
香
川
　
樹
子

春
の
昼
湯
屋
の
観
音
眩
し
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
よ
し
を

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
雑
巾
干
さ
れ
涅
槃
西
風
　
　
　
　
　
　
木
下
す
み
子

草
も
若
葉
人
も
仏
も
か
ぎ
ろ
い
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
乃
理
子

籠
に
入
れ
内
裏
雛
を
飾
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
五
福
　
吉
美

早
桜
菊
塚
ま
っ
す
ぐ
佇
っ
て
居
し
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

ひ
い
な
展
明
治
大
正
昭
和
初
期
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
田
あ
き
ら

野
の
地
蔵
子
雀
土
に
落
ち
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
貞
生

野
火
の
果
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
閉
じ
る
音
の
し
て
　
　
　
井
原
た
け
を
　

梅
白
し
名
付
け
は
ま
だ
の
児
の
眠
る
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
昌
克

乳
首
噛
む
嬰
の
鼻
つ
ま
み
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

柱
時
計
止
ま
り
て
ひ
さ
し
春
の
昼
　
　
　
　
　
　
　
出
来
た
け
し

早
立
ち
の
夫
出
て
春
の
霜
日
和
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子
　

い
つ
も
こ
の
地
下
道
ぬ
け
る
遅
日
か
な
　
　
　
　
　
溝
渕
よ
し
み
ち

染
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎
　
選

緑
か
ら
黄
・
赤
・
に
染
め
て
雪
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

結
婚
式
に
髪
を
染
め
て
フ
ォ
ー
マ
ル
に
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

孫
の
結
婚
式
ま
で
は
髪
染
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

愛
し
て
る
あ
な
た
好
み
に
染
め
て
ほ
し
い
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

あ
の
ホ
ッ
ペ
恋
し
て
ま
す
と
染
っ
て
る
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
　
泉

ほ
ん
の
り
と
頬
染
め
て
飲
む
と
そ
の
味
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

白
生
地
を
染
め
る
に
迷
っ
て
い
る
お
洒
落
　
　
　
　
　
　
　
幸
　
子

軸
　
も
う
少
し
稼
ぐ
つ
も
り
の
白
髪
染
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
佳
泉
　
選

玄
関
に
野
良
犬
も
来
て
雨
宿
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

蛇
の
目
傘
着
物
姿
に
ふ
さ
わ
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
　
子

に
わ
か
雨
に
慌
て
て
上
が
る
露
天
風
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

予
報
は
雨
や
っ
ぱ
り
傘
を
持
っ
て
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

レ
イ
ン
コ
ー
ト
古
び
て
雨
に
敗
け
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

や
っ
と
雨
早
明
浦
ダ
ム
が
ク
シ
ャ
ミ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

地
下
街
を
出
る
と
篠
っ
く
に
わ
か
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

軸
　
中
世
の
う
だ
づ
古
街
に
春
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
　
泉

自
由
吟
　
互
選

イ
ヤ
で
す
ね
ェ
ー
額
だ
ん
だ
ん
広
く
な
り
　
　
　
　
　
　
山
本
　
磯
吉

初
釣
り
や
メ
バ
ル
の
ト
ゲ
に
刺
さ
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎

年
賀
に
は
元
気
と
書
い
て
薬
の
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
美
風

里
帰
り
や
っ
ぱ
り
ハ
ウ
ス
が
良
い
と
云
う
　
　
　
　
　
　
山
下
　
綾
子

お
正
月
孫
小
さ
な
靴
並
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
幸
子

遍
路
道
も
観
光
路
線
へ
と
様
変
わ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
三
河
　
と
し

年
毎
に
手
抜
き
と
な
り
し
お
せ
ち
か
な
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
み
よ
こ

大
助
・
花
子
笑
い
の
影
に
涙
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
佳
泉

今
月
の
一
句

年
賀
に
は
元
気
と
書
い
て
薬
の
む

松
本
　
美
風

皆
さ
ん
は
、
年
賀
状
を
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
書
い
て
居
る
で
し

ょ
う
。

作
者
は
、
折
り
悪
く
風
邪
で
体
調
を
く
ず
し
、
お
薬
を
飲
み
な
が
ら
、
一

枚
書
い
て
は
　
ゴ
ホ
ン
　
ゴ
ホ
ン
　
五
枚
書
い
て
は
　
ゴ
ホ
ン
　
ゴ
ホ
ン

こ
ん
な
状
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
吉
　
評
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平
成
二
十
年
度
よ
り
祝
日
・
振

替
休
日
の
可
燃
ご
み
収
集
を
実
施

し
ま
す
。
た
だ
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
四
月
二
十
九
日
∏
、

五
月
五
日
∑

・
六
日
∏

に
限
り
、

可
燃
ご
み
収
集
は
お
休
み
し
ま
す
。

次
回
収
集
日
に
あ
た
る
五
月
二
日

ª
、
八
日
∫
・
九
日
ª
は
七
時
三

十
分
か
ら
の
収
集
に
な
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
五
月
三
日
º
の
町
役
場
で
の

資
源
ご
み
収
集
は
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

●
生
活
機
能
評
価
に
つ
な
が
る
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
記
入
に
つ

い
て
（
お
願
い
）

介
護
予
防
事
業
と
は
、
高
齢
者

の
方
が
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
住

五
月
か
ら
『
が
ん
検
診
』
が
始

ま
り
ま
す
。

が
ん
等
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
、
定
期
的
な
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
年
に
一
回

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
町
で

は
、
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
生
活
機
能

の
低
下
予
防
や
維
持
・
向
上
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
事
業
で

す
。よ

り
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め

に
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
こ

の
ま
ま
の
状
態
で
い
る
と
要
介
護

状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
特
定

高
齢
者
を
把
握
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
っ
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

す
で
に
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

（
介
護
保
険
認
定
者
を
除
く
）
を
対

象
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
期
限
は
過
ぎ
て

も
結
構
で
す
の
で
、
ご
記
入
の
う

え
、
返
信
封
筒
に
入
れ
て
、
郵
便

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
セ
ン
タ
ー
の
二
月
の
相
談
実
績

・
総
合
相
談

介
護
・
日
常
生
活
…
…
七
八
人

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
…
…
二
五
人

医
療
…
…
…
…
…
…
一
〇
人

所
得
・
家
庭
生
活
…
…
…
三
人

そ
の
他
…
…
…
…
…
…
二
人

・
介
護
予
防
支
援
…
…
…
八
一
人

計
　
一
九
九
人
　

※
延
人
数

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
７
４
０

16

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

ご
み
収
集
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
年
度
の
『
が
ん

検
診
』
が
始
ま
り
ま
す

平成20年度宇多津町住民検診のご案内 

年月日 

受付時間 

対象者 

午前／ 8：30～10：30 

午後／13：30～15：00

・子宮がん・乳がん視触診検診…20歳以上の女性 

・乳がんマンモ検診…………40歳以上の女性 

 　　　　（昨年受診した方は受けられません） 

8：30～10：009：00～12：00

40歳以上の方 40歳以上の方 

 5 月20日（火）午前・午後 

 5 月27日（火）午後 

 6 月 9 日（月）午前 

 6 月10日（火）午前・午後 

 7 月29日（火） 

 9 月 2 日（火） 

10月16日（木）　　　午前 

11月26日（水） 

１月29日（木） 

 5 月26日（月） 

 6 月 2 日（月） 

 6 月19日（木） 

 7 月30日（水） 

10月15日（水） 

11月27日（木） 

１月29日（木） 

 5 月21日（水） 

 5 月22日（木） 

 5 月23日（金） 

大腸がん検診 

（容器回収日） 

子宮がん・乳がん視触診・ 

乳がんマンモ検診 
胃がん検診 

広告 広告 
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今
年
度
よ
り
、
内
臓
脂
肪
症
候

群
【
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
】
に
焦
点
を
お
い
た
『
特
定
健

診
』
と
個
々
の
生
活
習
慣
に
合
わ

せ
て
一
緒
に
改
善
の
方
法
を
考
え

る
『
特
定
保
健
指
導
』
が
始
ま
り

ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
途
中

か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時
　
別
表

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

二
階
　
栄
養
指
導
室
（
和
室
）

▼
内
容

●
健
康
運
動
指
導
士
の

森
愛
華
美
氏
に
よ
る
運
動
実
技

指
導

●
保
健
師
に
よ
る
ミ
ニ
健
康
講

話
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康

相
談

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

水
稲
、
麦
、
大
豆
を
作
付
け
さ

れ
る
担
い
手
農
家
や
集
落
営
農
組

織
の
皆
様
を
対
象
に
、
四
月
一
日

か
ら
加
入
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
受
付
は
、
香
川
農
政
事
務
所

な
ど
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。
今
回
、

対
策
の
見
直
し
に
よ
り
加
入
用
件

が
緩
和
さ
れ
、
幅
広
い
方
々
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
以
下
の
申
請
受
付

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
受
付
期
間

四
月
一
日
∏
〜
六
月
三
十
日
∑

▼
申
請
受
付
窓
口

中
国
四
国
農
政
局

香
川
農
政
事
務
所
地
域
第
一
課

@
46
―
５
１
４
４

新
宇
多
津
交
番
の
住
所
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
住
所

宇
多
津
町
浜
五
番
丁
二
一
五
番

地
二

▼
電
話
番
号

@
49
―
０
８
５
８

生
活
習
慣
改
善
の
中
で
も
「
な

か
な
か
運
動
が
で
き
な
い
」「
運

動
が
苦
手
」「
効
果
的
な
運
動
が

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
月
に
一
回
、
み
ん
な
で

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
簡
単
で
自
宅
で
も
す
ぐ
に

取
り
組
め
る
運
動
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

17

広告 

（宇夫階神社の横） 

自然素材クリーニング（ECO洗い）を 
毎日基本料金の半額でご奉仕しています!

（特殊品は除く） 

AM8:00～PM7:00　定休日／毎週水曜日　TEL 49-6278

会員様 
限り 

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る

『
元
気
も
り
も
り
運
動
教

室
』
事
業
の
お
知
ら
せ

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

A
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
駐
車
場
東
側
）
4
／
14
・
28

B
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
4
／
10
・
24

C
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
4
／
11
・
25

D
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
4
／
9
・
23

E
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

0.3

実　施　日 

日程表 ê以下開催時間　各日  9 ：00～12：00（受付 9 ：15～） 

内　　　　　　　容 

テ　ー　マ 

 4 月15日（火） 

 5 月13日（火） 

 6 月 3 日（火） 

 7 月 8 日（火） 

 8 月 5 日（火） 

 9 月 9 日（火） 

10月 7 日（火） 

11月 4 日（火） 

12月 2 日（火） 

 1 月 6 日（火） 

 2 月 3 日（火） 

 3 月 3 日（火） 

自分の身体に気づこう 

心身の老化を防ごう 

脳をいきいき動かそう 

筋力低下をアップさせよう 

下肢の貯筋を増やそう 

姿勢美人を目指そう 

足から健康になろう 

バランス能力を高めよう 

丈夫な足腰を鍛えよう 

足の裏から元気にしよう 

身体の芯まであったまろう 

心から笑って健康になろう 

タオルを使った運動 
 

手・指を使った運動 

 

チューブを使った運動 

 

屋外でウォーキング 

ボールを使った運動 

 
 

青竹を使った運動 

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

（
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
）
の
加
入
受
付
が
始

ま
り
ま
す
！

宇
多
津
交
番
が
Ｊ
Ｒ
宇
多
津

駅
北
側
に
移
転
し
ま
し
た

広告 

家族葬会館 

うたづ葬祭 

○140名収容可　○24時間受付 

（有）うたづ葬祭 

@49-2028

まごころ会員募集中 
会員の方は葬儀・法要 
基本料金10%割引 電話のみでOK
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▼
職
種

保
育
士

▼
受
験
資
格
　
昭
和
五
十
八
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

か
つ
、
保
育
士
資
格
に
併
せ
て

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
者

▼
試
験
方
法
及
び
内
容

筆
記
試
験
（
短
大
卒
業
程
度
）、

口
述
試
験
等
を
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

一
名

▼
受
験
申
込
期
間

四
月
一
日
∏

〜
十
四
日
∑
の
間
で
平
日
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
受
け
付
け
し
ま
す
。

郵
送
の
場
合
、
四
月
十
日
∫
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
試
験
日

筆
記
試
験
（
第
一
次

試
験
）
は
、
四
月
二
十
七
日
∂
、

口
述
試
験
等
は
後
日
通
知
し
ま

す
。

▼
募
集
要
領
等
の
請
求
及
び
問
い

合
わ
せ
先

町
総
務
課
人
事
秘
書
係

〒
七
六
九
―
〇
二
九
二

国
土
交
通
省
の
「
土
地
月
間
」

の
一
環
と
し
て
、
香
川
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
に
所
属
す
る
不
動
産

鑑
定
士
（
各
会
場
三
名
程
度
）
が

土
地
・
建
物
等
の
価
格
や
土
地
取

引
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ

ま
す
。

▼
日
時

四
月
四
日
ª

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

▼
場
所

①
高
松
会
場

香
川
県
庁
東
館
一
階
　
ロ
ビ
ー

②
丸
亀
会
場

丸
亀
市
役
所
一
階
　
相
談
室

▼
ご
留
意
事
項

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
、
会

場
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事

務
局

@
０
８
７
―
８
２
２
―
８
７
８
５

●
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

①
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し
い

税
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
請
求
内
容
が
正
当
と
認
め

ら
れ
た
と
き
は
、
正
し
い
税
額
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

②
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税

額
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
い
た
と
き

直
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申

告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
い
ま
す
。

期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
申
告
を
し

な
い
た
め
と
税
務
署
か
ら
決
定
を
受

け
た
り
す
る
と
、
加
算
税
が
賦
課
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
期
限
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

坂
出
税
務
署

@
46
―
３
１
３
１

18

— 広告 規定制服販売店 

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店 

@４９-０１０３ 
●長袖シャツ●半袖シャツ 
●ブルマー●ハーフパンツ 
●ホッピングパンツ 
●エプロンセットには 

宇多津町伊勢町 
ネーム入れは 
無料です!

消費生活に関する相談は、香川県消費生活センター　@087－833－0999へ。

多重債務・ヤミ金融専用相談は、香川県消費生活センター　@087－834－0008へ。

お
詫
び
と
訂
正

三
月
号
の
十
一
ペ
ー
ジ
「
角
山
運
動
公
園

温
水
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ
」記
事
中
、

「
●
開
館
日
時
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
七
・
八
月
　
土
・
日
・
祝
日
」
の
開
館

時
間
「
午
前
十
時
〜
午
後
六
時
」
は
、
正

し
く
は
「
午
前
十
時
〜
午
後
八
時
」
で
す
。

深
く
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

4月の休日当番医院 

聖マルチン病院 
（谷　町） 
146－5195

坂出市立病院 
（文京町） 
146－5131

回生病院 
（室　町） 
146－1011

6 
∂ 

13 
∂ 

20 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

※変更することがありますので、新聞等で確認してください。 

27 
∫ 

29 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

いけうち小児科医院 
（宇多津町） 
149－2100

まつむら内科クリニック 
（江尻町） 
144－1133

綾循環器科内科医院 
（久米町） 
146－6277

たかはし整形外科医院 
（笠指町） 
145－6121

かじはらクリニック 
（川津町） 
145－1101

佐藤医院 
（元　町） 
146－3387

香
川
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

不
動
産
無
料
相
談
会

確
定
申
告
が
間
違
っ
て

い
た
と
き
の
訂
正

平
成
二
十
年
度
宇
多
津
町

職
員
採
用
中
級
試
験

広告 介護付有料老人ホーム 

高齢者向け優良賃貸住宅 

★保証金は無料! ★全室個室でプライバシー保護 
★要支援から要介護5までの方のご入居募集中 

★ご入居公募中! ★町より家賃補助あり ★60歳からの安心生活 

（町内浜九番丁142－4）@49－9221 担当・大石 

アミーユ・ホーム西隣り　Œ管理室　@41－0466 
（管理は合田不動産）町役場　@49－8012

お詫びと訂正
三月一日に町広報紙と一緒に配布した少年育成センター発行「ふれあい」のなかで「私の好きなこと」の題名で執筆していただいた教育支援

センター指導員のお名前に誤りがありました。次の通り訂正して深くお詫び申し上げます。 （誤）阿部路子→（正）阿部Ü子
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宇
多
津
町
一
八
八
一
番
地

@
49
―
８
０
１
３

▼
募
集
人
員

中
央
保
育
所
　
　
若
干
名

平
山
保
育
所
　
　
若
干
名

▼
勤
務
期
間
及
び
時
間

採
用
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

三
月
末
（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

一
五
分
（
一
日
八
時
間
勤
務
）

▼
賃
金
　
日
給
　
七
、
六
○
○
円

▼
条
件

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課
　
中
村
・
濱
田

@
49
―
８
０
１
３

▼
募
集
人
員

一
名

▼
職
務
内
容

要
介
護
認
定
調

査
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ
ク

▼
雇
用
期
間
　
採
用
日
か
ら
平
成

二
十
一
年
三
月
末
日
（
更
新
の

可
能
性
有
）

▼
勤
務
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分

〜
午
後
五
時
十
五
分

▼
賃
金
　
日
給
八
、
八
〇
〇
円
〜

九
、
六
〇
〇
円

す
る
こ
と

月
収
（
政
令
月
収
）
が
、
一

般
世
帯
は
二
〇
万
円
以
下
、

裁
量
世
帯
は
二
六
万
八
〇
〇

〇
円
以
下

③
同
居
親
族
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

次
の
方
は
、
一
人
で
も
申
し
込

み
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方

ロ

身
体
障
害
者
、
精
神
障
害

者
及
び
知
的
障
害
者
の
方

ハ

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

二

原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療

に
関
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方

ホ

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保

護
者
の
方

へ

海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
五

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

ト

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害

者
の
方

▼
申
し
込
み
で
き
な
い
方

①
現
に
市
町
営
住
宅
又
は
県
営

住
宅
に
住
ん
で
い
る
方

②
家
族
を
不
自
然
に
分
離
又
は

集
合
し
た
方

③
暴
力
団
員
の
方

▼
申
込
書
類
等
　
申
し
込
み
の
際

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類

は
、
受
付
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
建
設
課

@
49
―
８
０
１
２

平
成
二
十
年
度
の
会
員
（
町
・

県
文
化
財
保
護
協
会
）
を
募
集
し

ま
す
。

宇
多
津
町
文
化
財
保
護
協
会
で

は
、
興
味
深
い
講
座
や
現
地
で
の

見
学
研
修
会
な
ど
、
町
内
外
の
ロ

マ
ン
あ
ふ
れ
る
文
化
財
に
ふ
れ
る

楽
し
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
育

ま
れ
て
き
た
、
す
て
き
な
財
産
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
会
希
望
者
は
、
会
費
を
添
え

て
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
費
（
年
間
）

町
・
県
会
員
両
方
あ
わ
せ
て

二
、
〇
〇
〇
円

※
昨
年
度
よ
り
町
・
県
の
セ
ッ
ト

会
員
登
録
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

四
月
三
十
日
π
ま
で
に
会
費
を

添
え
て
、
町
生
涯
学
習
課
ま
で
。

@
49
―
８
０
０
７

▼
申
込
期
限
　
四
月
十
五
日
∏

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
町
保
健

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
面
接
し
ま
す
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
１

▼
受
付
期
間

四
月
一
日
∏
〜
八
日
∏

▼
受
付
場
所

町
建
設
課

▼
募
集
内
容

新
開
南
団
地

三
Ｄ
Ｋ
　
一
戸

家
賃
　
二
三
、
七
〇
〇
円
〜
三

九
、
三
〇
〇
円

※
条
件
等
に
よ
り
家
賃
変
更
あ
り

▼
入
居
者
選
考
方
法

募
集
締
切
後
、
入
居
者
資
格
の

審
査
を
行
い
、
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
で
き
る
方

次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
方

①
町
内
に
住
所
（
生
活
基
盤
の

あ
る
方
）
又
は
勤
務
場
所
が

あ
る
方
で
、
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
こ
と

②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当

19

広告 

A0877－41－1099 
OPEN　6:00pm―3:00am 
宇多津町浜五番丁51番地4

宇多津町浜1番町9番地 
TEL 0877－49－3100 

HPアドレス www1a.biglobe.ne.jp/stglass
・ガラス製品、アクセサリー等充実した品揃え！！ 
・体験コーナー大人気！！ 
・併設の喫茶アヴィアントもよろしく！！ 

広告 

宇
多
津
町
文
化
財
保
護
協
会

香
川
県
文
化
財
保
護
協
会

会
員
募
集

臨
時
保
育
士
募
集

臨
時
介
護
支
援
専
門
員
募
集

新
開
南
団
地
入
居
者
を
募
集

08.4_22p  08.4.1 0:57 PM  ページ 19



友
達
と
「
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ

ヤ
」
そ
ん
な
中
で
自
律
心
を
養
い
、

日
々
の
活
動
に
活
気
あ
ふ
れ
る

『
輝
く
宇
多
津
っ
子
』
を
目
指
し

一
緒
に
活
動
で
き
る
お
友
達
を
待

っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
学
年

新
小
学
四
年
生
〜
六
年
生

▼
活
動
日
時

四
月
十
二
日
º
か
ら
、
毎
週
土

曜
日
（
年
間
約
五
十
回
程
度
）

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
場
所

宇
多
津
北
小
学
校
体
育
館

▼
参
加
費

月
一
、
〇
〇
〇
円

▼
指
導
者

阿
野
　
稔
・
中
村
　
啓
二
・

松
本
　
浩
之
（
宇
多
津
体
育
協

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）

▼
申
込
先

町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

@
49
―
３
４
６
０

新
規
申
込
者
は
所
属
校
・
学

年
・
氏
名
・
住
所
・
保
護
者

名
・
緊
急
連
絡
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
活
動
初
日
前
日
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

阿
野
　
稔

ン
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
協
議
会
事
務
局

@
49
―
８
０
０
９

▼
日
時

四
月
十
三
日
∂

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
ご
ろ
ま

で
▼
場
所

聖
通
寺
境
内

・
国
、
町
重
要
文
化
財
御
開
帳

（
宇
多
津
町
内
唯
一
の
国
宝
）

・
「
招
福
奪
走
」「
福
札
さ
が
し
」

な
ど
子
ど
も
向
け
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

・
宇
多
津
小
烏
太
鼓

・
飲
食
販
売

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
植
木
市
、
露
店
　
な
ど

▼
バ
ザ
ー
及
び
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
参
加
者
募
集

フ
リ
マ
出
店
料
一
、
○
○
○
円

▼
申
込
期
限

四
月
四
日
ª
ま
で

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

聖
通
寺
市
実
行
委
員
会

宇
多
津
商
工
会

@
49
―
１
３
１
１

「
う
た
づ
歳
時
記

聖
通
寺
ほ
の
ぼ
の
門
前
市
」

讃
岐
で
最
も
小
さ
な
町
う
た
づ

の
小
さ
な
門
前
市
―
聖
通
寺
市

（
し
ょ
う
つ
う
じ
い
ち
）。
理
源
大

師
に
再
興
さ
れ
た
寺
の
昔
な
が
ら

の
市
。
宇
多
津
の
海
の
幸
や
ス
イ

ー
ツ
が
、
味
わ
え
ま
す
。
か
つ
て

の
港
、
橋
の
た
も
と
の
門
前
市
で

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
一
日
で
す
。

▼
日
時

四
月
十
三
日
∂

午
前
十
時
か
ら
（
約
三
時
間
）

▼
定
員

十
五
名

▼
参
加
費

五
〇
〇
円

▼
申
込
締
切

四
月
十
日
∫

▼
案
内
人

う
た
た
ま
の
会

昼
@
49
―
０
９
５
３

夜
@
49
―
４
７
９
４

津
谷
　
一
雄

町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

@
49
―
３
４
６
０

※
四
月
十
二
日
º
か
ら
活
動
を
始

め
ま
す
。
当
日
、
子
ど
も
さ
ん
に

は
運
動
の
で
き
る
服
装
と
上
靴
を

持
参
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

四
月
六
日
∂

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

▼
場
所
（
町
道
／
駅
・
公
園
線
）

ビ
ブ
レ
前
〜
臨
海
公
園

▼
内
容

・
県
警
音
楽
隊
演
奏

・
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

・
働
く
車
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山

▼
主
催

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

20

第
九
回
　
歩
行
者
天
国

歩
天
・
う
た
づ
「
桜
ど
お
り
」

瀬
戸
大
橋
二
〇
周
年
企
画

う
た
づ
ま
ち
歩
き
参
加
者
募
集

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

生
徒
募
集

聖
通
寺
市（
宇
多
津
春
市
）開
催

広告 

制服他…取り扱い店 
■山田衣料店（山下）@49-0980　■渡辺衣料店（栄町）@49-0816 
■長尾衣料店（栄町）@49-0155　■吉田衣料店（栄町）@49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校 

宇多津中学校 

癒しの空間で施術を体験してみませんか 癒しの空間で施術を体験してみませんか 

広告 
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開
演
　
午
後
二
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
料
金
・
販
売
所

全
席
自
由
席

前
売
　
二
、
〇
〇
〇
円

当
日
　
二
、
五
〇
〇
円

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、
各

指
定
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
中

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
８
０
２
０

数
少
な
い
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

と
し
て
オ
ペ
ラ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

な
ど
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
、

森
公
美
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
宝
く
じ

の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
日
時

六
月
十
七
日
∏

開
場
　
午
後
六
時
三
十
分

開
演
　
午
後
七
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
料
金
・
販
売
所

全
席
指
定
席

前
売
　
二
、
〇
〇
〇
円

当
日
　
二
、
五
〇
〇
円

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
と
ロ
ー
ソ

ン
チ
ケ
ッ
ト
に
て
四
月
五
日
º
よ

り
発
売
開
始
！

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
８
０
２
０

▼
場
所

ホ
テ
ル
　
セ
ン
ト
・
カ

テ
リ
ー
ナ
（
宇
多
津
ビ
ブ
レ
内
）

▼
講
師

衆
議
院
議
員
　
木
村
義
雄
氏

▼
演
題

「
木
村
義
雄
の
元
気
の
出
る
話
」

▼
会
費

二
、
〇
〇
〇
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
　
藤
本
・
竹
安

@
49
―
２
２
１
１

※
四
月
十
八
日
ª
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
界
の

第
一
人
者
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

テ
レ
ビ
「
趣
味
悠
々
」
の
講
師
で

も
あ
る
荘
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〈火災時の問い合わせは @45－4949〉
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行政相談
4月18日（金） 午後1時～3時
町保健センター
町総務課　@49－8013

人権相談
4月10日（木） 午前10時～午後5時
町保健センター
町住民生活課　@49－8000

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　@49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

毎週月曜日　午後12時30分～3時
やすらぎプラザ
町地域包括支援センター　@49－8740

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

育児相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
4月18日（金） 午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　@49－8003

障害者相談（身体・知的・精神）
4月15日（火） 午前9時～11時
町役場1階保健福祉課
町保健福祉課　@49－8003

心理判定員によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
4月14日（月） 午後1時30分～4時30分
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
4月3日（木） 午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

子ども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
少年育成センター
少年育成センター　@49－4001

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
4月24日（木） 午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

一般相談（要予約）
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、母
子・父子福祉問題、その他日常生活のあら
ゆる問題
毎週火曜日　午前9時～正午
町福祉センター相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

身体障害者相談（要予約）
第3金曜日　午後1時30分～3時
町福祉センター相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　@49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　@49－0287

交通相談
4月25日（金）午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　@49－8000

法律相談（要予約）
5月13日（火）午前9時～正午
町社会福祉協議会
町社会福祉協議会　@49－0287
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浜三番丁25-7（四国健康村前） 
営業時間／17:00～25:00・年中無休　@49-5339

と 
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お店です!!!
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新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新

　今 年は、日本で採択された京都議定書の約束期間の初年であるとともに、地球環
境問題が主要な議題となる北海道洞爺湖サミットが開催されるなど、地球温暖化問題
について世界的な注目が集まっています。 
　このコーナーでは、今、私たちが暮らす地球に何が起こっているのか、私たちが美
しい環境の中で暮らしていくためにできる事は何か、一年を通していっしょに考えて
いきたいと思います。 

　地 球は、太陽のエネルギーで温められ、温められた熱の
一部が宇宙に放出されます。大気中の二酸化炭素やメタンな
どは、「温室効果ガス」とよばれ、太陽エネルギーによって温
められた熱を宇宙へ逃がさない働きをしています。もし、温
室効果ガスがなければ、地球の気温は低くなりすぎて、私た
ちは暮らしていけません。熱の放出と保温のバランスがうま
くつり合っていると、地球の平均気温は約14℃に保たれ、生
きものが暮らすのにちょうど良い環境になるのです。 
　しかし、温室効果ガスが大量に増えると、大気中の熱が宇
宙に放出されにくくなり、地球がどんどん熱くなってしまい
ます。これを地球温暖化といいます。 

地球温暖化のしくみ 

　地 球温暖化の主な原因は「人間活動」だと言われています。
このまま二酸化炭素の排出量が増え続けると、100年後の地球の平
均気温は、1.1～6.4℃も上昇すると予測されています。 
　地球温暖化は、すでに始まっています。まずは、１人ひとりが温
暖化に関心を持ち、深く知ることから始めていきましょう。 

原因は私たち「人間」 

Vol.1

熱の放出 熱の放出 

大気 
（温室効果ガス） 

大気 
（温室効果ガス） 

太陽からの光 太陽からの光 

地球温暖化は 
どんなしくみで起こるの？ 

約200年前の地球 
産業革命の始まった頃の 
二酸化炭素の濃度は 
約280ppmでした。 

現在の地球 
二酸化炭素の濃度は、 
2005年には379ppmまで 
増えてしまいました。 

● 過 去の気温と 将 来の気 温  上 昇  の 予 測 

6.0 
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℃ 
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+6.4℃ 

+1.1℃ 1990年 

資 料： IPCＣ第4次評価報告書～第1作業部会報告 書 よ り 作成 

エ ネ ルギ ー を 大量に消費 
す る 生 活を 続 け た場合 

環 境 を 守っ て 、 エ ネ ル 
ギ ー を 循 環 利用 す る 
生活 に 変 え た場合 

全国地球温暖化防止活動推進センターホームページより 全国地球温暖化防止活動推進センターホームページより 

着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着
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〈住民生活課〉
ごみ・し尿係 @49－8000
戸籍・住民票係・年金 @49－8002
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

〈保健福祉課〉
国民健康保険・介護保険・健康増進室

@49－8001
福祉・保育所 @49－8003
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

〈保健センター〉 @49－8008
hoken-c@town.utazu.kagawa.jp

〈税務課〉 @49－8004
zeimu@town.utazu.kagawa.jp

〈出納室〉 @49－8005

〈教育委員会〉 @49－8007
kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

〈水道課〉 上水 @49－8010
下水 @49－8011

suidou@town.utazu.kagawa.jp
〈建設課〉
土木・建築・町営住宅 @49－8012
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

〈政策調整室〉 @49－8600
suidou@town.utazu.kagawa.jp

〈産業振興課〉 @49－8009
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

〈総務課〉 @49－8013
soumu@town.utazu.kagawa.jp

〈議会事務局〉 @49－8014
gikai@town.utazu.kagawa.jp

〈地域包括支援センター〉 @49－8740

http://www.town.utazu.kagawa.jp

人口の動き（3／1現在）●人　口　…18,071人（－22人）（男）8,893人（－16人）（女）9,178人（－6人）●世帯数　7,780世帯

各課連絡先電話番号・メールアドレス 携帯電話サイトQRコード

5年3組リョウタ組
石田　衣良

猫のパジャマ
レイ・ブラッド
ベリ

歩いて親しむ街路
樹の散歩みち
亀田　龍吉

ぼくの友だち
高橋　秀雄

ぼくはこころ
アンドレ・
ダーハン

写真でみる世界の
子どもたちの暮らし
あすなろ書房
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子育て証明書の取得サイト 
www.u-min-machinavi.com/kurashi/makeid/ 

 

まちめぐりナビ（Top） 
www.u-min-machinavi.com/ 

 

子育て情報配信登録サイト 
teiju517001@once.88island.jp 
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